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会社概要
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事業内容
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連結子会社

- 航空機、防衛関連機器などの輸入販売に留まらず、
自衛隊に配備されている 航空機機材のメンテナンスなど
技術的なサポートを実施しています。

- 企業向けインターネットビジネス支援事業を推進し、
統合型ネットマーケティングソフトウエア「MarkOne」を展開しています。

ヘリコプター自衛隊機

- 中国、香港市場における電子部品および機器の輸出入販売を
行っています。

COB型照明用LED センサー用LED
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・コロナ禍で先行き読めず、通期業績予想を外部公表できずにスタート。

・下半期より民間市場が急激に回復の兆しを見せ始める。

・国内外移動、展示会参加、会合参加等の自粛により経費削減。

・結果として想定以上の業績を残すことができた。
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2021年3月期（第64期）業績ハイライト



2021年3月期（第64期）連結業績

（単位：百万円） 2021年3月期 2020年3月期 増 減

売 上 高 10,139 10,275 ▲136

営業利益 216 54 ＋161

経常利益 226 54 ＋171

親会社株主に帰属する

当期純利益 157 41 ＋115
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主要事業 セグメント別詳細

（単位：百万円） 2021年3月期 2020年3月期 増 減

売 上 高 4,088 4,584 ▲495

営業利益 114 46 ＋68

・売上高は総務省向けシステム更新の

大型案件があった前期に比べ減少。

・文教ビジネスにおいてインフラ環境

整備及び経費の減少により利益は増加。
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主要事業 セグメント別詳細

（単位：百万円） 2021年3月期 2020年3月期 増 減

売 上 高 1,093 1,426 ▲333

営業利益 ▲48 24 ▲73

・大型衛星通信案件の失注、地方自治体

向けの防災情報システム案件予算失効

や延期等のため、低調な結果となった。
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主要事業 セグメント別詳細

（単位：百万円） 2021年3月期 2020年3月期 増 減

売 上 高 4,957 4,264 ＋693

営業利益 149 ▲16 ＋166

・連結子会社エアロパートナーズに

おいて防衛省向けビジネスが好調。

・新型コロナウイルス感染症対策として、

非接触カード向け導電性接着剤が増加。
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中期経営計画

お客様に最適なソリューションを提供し、
ともに発展していけるオンリーワンソリューションパートナー

①事業基盤の強化と安定化 ②人材育成と職場環境の改善
③組織の再編成と経費の最適化 ④認知向上と社会貢献

売上高 営業利益
125億円 2億5千万円

目指す姿

中期計画目標

基本方針

中期
経営計画

売上高 営業利益
110億円 2億円

65期事業計画

最終年度

10



中期経営計画 進捗状況
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注力事業分野
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トピック (ＡＩ：画像認識技術)

高精度画像認識エンジンを利用したアプリケーション開発

・独自の顔認識技術で、顔の各パーツを正確に認識。
・鏡の前でメイクアップを行っているような
リアリティの高いシミュレーションを実現。

BtoB 向け

安否確認システム

・大規模工場等で、被災時の社員安否を
顔認証で確認。

・メールによる安否確認と連携して総合的な
安否確認システムを構築。

BtoC 向け

ARを活用したバーチャルメイク

製品の外観検査

・革製品の等級判断の自動化など、製造業における
製品の外観検査に利用可能。

革製品の等級判断
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トピック (IoT：無線ネットワーク)

Wi-Fi～衛星通信まで幅広いIoTソリューション

・衛星通信、広域無線を利用し、
地球上どこでもデータ収集が可能。

・遠隔作業支援での活用。

IoT用通信モジュール
＆ソリューション

Aruba Remote AP Wi-Fiパッケージ

・コロナ対策 テレワーク環境を実現。
・設定済みの無線アクセスポイントを自宅で利用し、
社内と同じネットワーク環境を容易に実現。

自宅

Remote AP

本社

コントローラ

サーバ群
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トピック (５Ｇ通信：機能性接着剤、高速無線インフラ)

通信インフラでの採用

光通信分野
（機能性接着剤）

５Ｇ通信バックホールでの提案
（高速無線インフラ）

・光通信のキーパーツに長く採用されており、
量子コンピュータ、6Gなど次世代技術への
開発にも基礎技術として貢献。

・キャリア向け5Gバックホール回線用として、
超高速の10Gbps対応の無線通信インフラ
を実証試験中。
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トピック (ＶＲ：シミュレーション)

・自動運転用AIの教師データを
CGを活用して生成。

・路面や車両運動を精緻に再現し、
大手自動車メーカーからも高い評価。

自動運転への活用 国産ドローン開発への活用

・ドローンの自律飛行を実現するため
飛行のテストデータをVR空間で取得。

ＶＲを活用してＡＩ学習用教師データを生成
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ＩＲ情報発信について

公式ウェブサイト及びＩＲメール配信サービスにて
最新のＩＲ情報をお届けします。
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